
 

お 知 ら せ                       平成２９年 ６月１４日 

                        (公 財 )京 都 文 化 交 流 コ ン ベ ン シ ョ ン ビ ュ ー ロ ー 

                               (電 話 ： ２ １ ２ － ４ １ ４ ０ ) 
 

 
～京都で開催の国際会議件数・参加人数が３年連続で過去最高を更新～ 

「２０１６年 京都で開催の国際会議統計」発表について 

(公財)京都文化交流コンベンションビューローでは，２０１６年１年間の京都における国際会議の開催実

績を，日本政府観光局（ＪＮＴＯ）基準※にて集計し，別添冊子のとおりまとめましたのでお知らせします。 

○ ２０１６年の京都での国際会議開催件数は，京都市域・府域ともに過去最高を記録しました。 

○ 京都市域では開催件数が過去最高の２６９件を記録し，総参加者数においても２０１５年を４５，６８３

人上回る１９９，１７８人を記録して，２０１４年以降３年連続で過去最高を記録したほか，海外参加者数に

おいても前年比で５４．７％増加し，過去最高となる２６，３３９人を記録しました。 

○ 京都府域においても開催件数が過去最高の１４件となり，総参加者数も前年比８９％増となる１９，７６

１人と過去最高の参加者数を記録しました。 

○ より国際会議統計基準の厳しい国際機関（ＩＣＣＡ）の統計においては，１３件／１３位上昇し，東日本

大震災後に関東エリアでの開催が減少した２０１２年に続き，過去２番目となる開催件数となりました。 

○２０１５年の京都市の助成金制度の大幅拡充により，大規模のみならず小規模～中規模の国際会議の誘致・

開催が促進されたこと，京都大学との連携協定など大学との連携による支援制度周知，京都市ＭＩＣＥ会議

などでのステークホルダーとの連携強化，２０１６年に開始した京都府ＭＩＣＥ助成金制度によって府域に

おいても開催が促進されたこと，ビューロースタッフの増員等体制の強化によって誘致能力が向上したこと

等，着実にＭＩＣＥ誘致の強化に努めてきた成果が表れてきたと考えております。 

○ ２０１６年は，数年先に開催される大型国際会議の誘致に相次いで成功し，日本を代表する国際観光ＭＩ

ＣＥ都市としての存在を示しているところであり，国際・国内都市間競争が激化している昨今，引き続き昨

年以上に他都市との差別化が重要と考えております。ユニークベニューの更なる活用，他業界・他都市との

連携も行いながら，２０１４年１０月に策定された「京都市ＭＩＣＥ戦略２０２０」に基づき，観光庁・日

本政府観光局（ＪＮＴＯ）・京都府・京都市・京都商工会議所・国立京都国際会館等の関係機関との連携を

緊密にし，引き続き国際会議の誘致への取り組みを積極的に進めて参ります。

 

年別開催件数・参加者数(京都市域) 

 

 

 
【京都府全域】 

開催件数      ２８０件*（前年比：121.7％） 

総参加者数 ２０８，３０１人* （前年比：133.8％） 
（*:３件府・市重複あり／府･市重複分は１件として集計） 

 

【内，京都市域】 

開催件数      ２６９件 （前年比：123.4％） 

総参加者数 １９９，１７８人 （前年比：129.8％） 
 

【内，京都市域を除く府域】 

開催件数       １４件 （前年比：107.7％） 

総参加者数  １９，７６１人 （前年比：189.0％） 
 

※日本政府観光局(ＪＮＴＯ)国際会議基準 

(以下の①～④の全てを満たす会議) 

①主  催  者：｢国際機関・国際団体(各国支部を含む)｣又は｢国

家機関・国内団体｣ 

②参 加 者 総 数：５０人以上 

③参  加  国：日本を含む３カ国以上 

④開 催 日 数：１日以上 

（裏面あり） 
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（参考） 

２０１６年ＩＣＣＡ統計による各都市ランキング 

 

国際会議の開催状況は毎年，国内では日本政府観光局（ＪＮＴＯ），国外では国際会議協会（ＩＣＣＡ）

※が，それぞれ各都市の状況を取りまとめ，発表しています。 

ＩＣＣＡは先月，２０１６年の各都市ランキングを発表し，京都市は世界４４位，開催件数５８件を記録

し，過去最高であった２０１２年の６１件に次ぐ件数となりました。２０１２年は，東日本大震災によって

関東エリアの開催件数が減少したことも要因と考えられ，今回はそうした影響がない中で過去最高に迫る

件数の会議が開催されました。 

世界上位１５都市ランキング 

順位 都市名 
開催 

件数 

1 パリ 196 

2 ウィーン 186 

3 バルセロナ 181 

4 ベルリン 176 

5 ロンドン 153 

6 シンガポール 151 

7 
アムステルダム 

144 
マドリード 

9 リスボン 138 

10 ソウル 137 

11 プラハ 126 

12 バンコク 121 

13 ダブリン 118 

14 コペンハーゲン 115 

15 北京 113 

 国内各都市ランキング 

都市名 

２０１６年 ２０１５年 

国内

順位 

開催 

件数 

世界 

順位 

国内 

順位 

開催 

件数 

世界 

順位 

東 京 1 95 21 1 80 28 

京 都 2 58 44 2 45 57 

大 阪 3 25 100 4 23 115 

福 岡 4 23 111 3 30 85 

横 浜 
5 21 120 

5 22 117 

神 戸 8 13 191 

札 幌 7 17 152 6 18 139 

名古屋 8 16 160 7 14 182 

仙 台 9 13 203 10 9 254 

広 島 10 9 279 - - - 

新 潟 
11 5 392 

- - - 

富 山 - - - 

 

 

＜※参考＞ 

ＪＮＴＯ発表２０１５年 

国内各都市上位ランキング 

順位 都市名 開催件数 

1 東 京 557 

2 福 岡 363 

3 仙 台 221 

4 京 都 218 

5 横 浜 190 

6 名古屋 178 

7 大 阪 139 

8 神 戸 113 

9 札 幌 107 

10 千里地区 94 

 

※国際会議協会(ＩＣＣＡ)基準(以下の①～③の全てを満たす会議) 

①開催国：３カ国以上で持ち回りの開催実績がある会議(２カ国間会

議は除外) 

②参加者総数：５０人以上 

③開催期間：定期的に開催している(１回のみ開催した会議は除外) 

 

【本件に関する問い合わせ】 

公益財団法人 京都文化交流コンベンションビューロー  

国際観光コンベンション部ＭＩＣＥ課  

松井・藤原 ＴＥＬ：０７５－２１２－４１４０ 

 

 

※ＪＮＴＯ統計２０１６年ランキングは今秋発表

予定 


